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つながる経済 ‑ グローバル・バリューチェーンの恩恵

日本語要約

• いま、成長や雇用において、「何を行うか」（企業や国が従事する活動）が「何を売るか」（最終製品）
よりも重要である。

• グローバル・バリューチェーン（GVC）により、企業や国は、産業全体を発展させる必要に迫られる
ことなく、他の場所から調達できる中間財やサービスを利用し、自らが最も得意とする工程の一部を
「行う」ことができる。

• 外注や海外発注をすることで、より安価で、差別化された、より品質のよい投入財を利用できるように
なるため、競争力が強化される。

• 経済的なつながりが強まることで、重要な機会が生み出されるが、その一方で、新たな政策課題も生じ
ている。
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競争力
• GVC において競争力を有するには、「動きがなく」国境をまたぎ得ない生産要素を強化する必要が
ある。つまり、人的資本やスキル、質の高いインフラなどへの投資や、強力な産学連携やその他の
暗黙知の奨励などである。制度や政治の質も、企業の投資決定にとって重要である。

• 中小企業は、GVC のニッチ分野で重要な役割を果たすとともに、大手企業の輸出に貢献する。

• 今や多くの価値創造はサービス分野で行われているが、それでも依然として GVC の中核的な活動
は製造業である。

• 旧来の助成策は、GVC において生産活動が相互につながっているという特徴や、国際競争と市場開
放の必要性を考慮していない。それは、保護主義のリスクを高める。一方、国際市場において成功
を収められるかどうかは、質の高い投入財を輸出できるかどうかと同じぐらい、輸入できるかどう
かにかかっている。

貿易
• 大半の国では、輸入中間財の約 3 分 1 は輸出に向けられる。GVC においては、関税その他の輸入障
壁は実質的に輸出税と同じである。輸出規制も、GVC の効率的な機能に悪影響を及ぼし、コストを
高める可能性がある。部品が何度も国境を越える場合には、貿易保護の悪影響は増幅される。

• 迅速かつ効率的な港湾・税関手続きなどの貿易円滑化措置があれば、バリューチェーンのスムーズ
な運営が可能になる。基準と認可要件の統一、相互承認協定は、輸出企業の負担軽減につながり得
る。

• 関税自由化によって新たな貿易の機会が生まれる可能性があるが、GVC には効率的なサービスと
人、資本、技術の国境を越えた移動を可能にすることも必要である。

• 多くの OECD 諸国では、サービスが GVC における価値創造の半分以上を占めており、中国では
30%以上を占めている。

投資
• 多国籍企業が重要な役割を果たしていることを考えると、投資障壁の引き下げは、一国が GVC に
取り込まれるようにするための効率的な手段である。海外投資の障害は、GVC の効率的な機能を妨
げるため、投資国と誘致国の枠を越えて投資拡大に悪影響を及ぼす可能性がある。

• 数千に及ぶ二国間および地域投資協定に基づいて構築されている体制には、GVC における経済的つ
ながりが適切に反映されていない。

• 投資の促進と円滑化は、産業より、GVC において行われる活動をより重視して行う必要がある。投
資が成功するかどうかは投資誘致と対外投資の両者にかかっていることを認識して、政策を立案し
なければならない。

• 一部の国有企業を含む大手多国籍企業が GVC における有力なプレイヤーとなっており、競争や下
流市場（製品市場）への影響などについて政策懸念が生じている。

• GVC は責任ある業務遂行という考え方の普及を助長することができる。OECD 多国籍企業行動指
針と、ILO と国連がが認めた標準で規定されている通り、人権と尊厳を尊重する方法で業務を遂行
することが必須である。

開発
• GVC に組み込まれることは、ネットワーク、グローバル市場、資本、知識、技術へのアクセスが可
能になるため、経済発展への第一歩となり得る。

• GVC には、多国籍企業と独立系供給業者との間、あるいはそういった企業間の契約に基づいて行わ
れる活動が含まれるので、契約を強制できることが極めて重要である。健全な法制度を有する国は、
一般に、（そうでない国より）複雑な産業の輸出が多くなる。より複雑な契約を必要とする業務は、
機能的な契約制度を有する国の方が遂行しやすいからである。

• 多くの低所得国は、地理的位置や天然資源不足、インフラやビジネス環境の未整備により、依然と
して GVC から取り残されている。

調整とリスク
• GVC における国際競争には調整費用が必要とされる。成長する活動があれば衰退する活動もあり、
また、活動拠点も国を越えて移転されるからである。

• 労働市場政策や社会政策、教育や技能への投資を通じて、調整プロセスを円滑化する政策が必要で
ある。構造政策も、柔軟性の強化、ひいては、将来のショックに対する経済の耐性の強化に資する。
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• 各国経済のつながりが強まると、弾力性が生まれる。その一方で、GVC の一部で起こったことが
GVC の全体に波及すれば、悪影響をもたらす事態にもなり得る。

• GVC が経済活動の拡大に広範な影響を及ぼし得ることを考えると、政府、企業、その他の利害関係
者は、ガバナンスに関する各自の役割と責任を常に自覚する必要がある。

主な勧告
• 多角的な協力および調整を補強して、GVC への投資を下支えしている、開放的かつ予測可能な国際
投資環境を維持するとともに、自国の政策を経済活動のグローバルな性質と調和させる。

• 市場開放を維持し、保護主義的圧力に抵抗しなければならない。貿易自由化を、可能であれば多角
的に進めて、上流（原料市場）と下流（製品市場）との連携を最大化しなければならない。WTO 協
定などの貿易促進策を採るべきである。

• GVC の価値が高いステージを誘致するためのインセンティブ合戦を避けなければならない。

• 国際企業との連携構築を奨励する政策により、SME を支援し、その供給能力とイノベーション力を
育成し、製品規格の採用を円滑化すべきである。

• 生産と価値創造の定着を後押しするネットワークおよび協力の強化策を通じて、伝統産業を含め技
能や先進製造技術に投資するべきである。

• 研究開発（R&D）や意匠などといった知識資産への投資を支援し、特に技能や経営管理などの重要
な経済的能力の育成を支援すべきである。

• サービス分野の規制改革と貿易および投資の自由化を行って、競争を高めるとともに、サービスの
生産性と質を向上させる。

• 投資障壁を引き下げて、開発途上国が GVC に統合されるよう支援する。

• 新興諸国がビジネス環境を改善し、国際貿易に参入する能力を構築するための支援を行うべきであ
る。

• 最貧国を助けるために「貿易のための援助」の取り組みを通じて能力構築を支援する。

• 潜在リスクに対処する第一の責任は企業にあるが、情報共有と能力構築に対する政府の支援を含め、
複数の利害関係者を取り込むアプローチを奨励する。

• GVC に投資が果たす役割、および GVC が雇用、技能、所得に及ぼす影響を評価するための、さら
なる作業に着手する。
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